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新潟市内中小企業の新規設備投資を支援します！
「先端設備等導入計画」の策定について

　自社の労働生産性向上のため、新潟市が策定した「導入促進計画」に合致した、「先端設備等導入計画」
を策定して認定を受けた中小企業者に、固定資産税が最大３年間「ゼロ」になる特例や、金融の支援措置
があります。（令和５年３月31日までに取得する設備が対象となります。）

申請にあたっては、新潟商工会議所などの認定経営革新等支援機関（商工会議所、商工会、
中央会・地域金融機関、士業の専門家等）の事前確認が必須となります

主なメリット

１．新規設備取得にかかる固定資産税（償却資産・事業用家屋）を３年間・ゼロに（新潟市の場合）
　　※既に導入済みの設備は対象外となります。また、固定資産税の減免額につきましては、市区町村

によって異なります。
２．計画に基づく事業に必要な金融支援を受けられます。

固定資産税の特例を受けるための要件
要 件 内　　　　容

対 象 者 資本金１億円以下の法人、従業員数1,000人以下の個人事業主等のうち、先端設備等導入計
画の認定を受けた者（大企業の子会社を除く）

対 象 設 備

①生産性向上に資する指標が旧モデル比で年平均１％以上向上する下記の設備（事業用家屋除く）
【減価償却資産の種類】（最低取得価格）／販売開始時期
◆機械装置………………………（160万円以上／10年以内）
◆測定工具及び検査工具………（30万円以上／５年以内）
◆器具備品………………………（30万円以上／６年以内）
◆建物付属設備…………………（60万円以上／14年以内）
　（※家屋と一体となって効用を果たすものを除く）
◆構築物…………………………（120万円以上／14年以内）

②事業用家屋（家屋の取得価額が120万円以上で、取得価額の合計額が300万円以上の先端
設備等とともに導入されたもの）※土地は対象外。

その他要件 ・生産、販売活動等の用に直接供されるものであること
・中古資産でないこと

特 例 措 置 固定資産の課税標準を、３年間ゼロに軽減

●制度に関するお問合せ
　→新潟市経済部　産業政策課（TEL：025-226-1610）

●事前確認に関するお問い合わせ
　→新潟商工会議所　広域経営支援センター（TEL：025-290-4215）
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新潟商工会議所 早期景気観測調査結果　９月分調査

工場・倉庫・HACCP対応食品工場の建築
おまかせください‼

コスモ建設㈱

システム建築により自由設計、
ローコスト・短工期を実現！

〒950-0983　　　
新潟県新潟市中央区神道寺2-2-25

TEL025-245-7111　FAX025-245-7119
メールアドレス：info@cosmo-k-co.com

で検索

※日鉄物産システム
　建築㈱の施工会員
　です。

プラン図概算見積無料

景気動向（前年同月比）全産業ＤＩ値 （2021年９月～2022年９月）

建 設 業
民間の建設投資が徐々に再開し始めているが、仕入価格の高騰で採算面を意識した慎重な交渉が続く。（ゼネコン）
原材料のほとんどが値上がりしている中、価格転嫁が進んでいないのが現状。（リフォーム）

製 造 業
規制緩和と経済政策により、年末に向かって個人消費や人流も昨年よりは増えつつある。（印刷）
材料価格は高止まり。人手不足ではあるが、少しずつ若い人が入ってきている。（溶接）

卸 売 業
業況は好転しているが、円安傾向での値上げラッシュが消費マインドにどのように影響していくか不安。（食品）
コロナ感染者は高止まり傾向であるが、秋の行楽シーズンに向け観光需要に期待できる。（青果）

小 売 業 ウクライナ情勢が落ち着くまではエネルギー価格の高止まりが続くと思われる。（印鑑他）

サービス業
９月１日より今年に入って２回目の原材料値上げがあり、価格に転嫁せざるを得ない。（看板）
半導体不足や物価高でじり貧状態。また、10月からの最賃引上げや社保適用拡大等で採算悪化は免れない。（清掃）
全員の努力で日中は忙しく仕事量も増加しているが、22時以降は稼働が少なく、燃料費高騰も大きなダメージ。（タクシー）

【９月の概要】
　業況判断を示すDI値は、全体的に上昇に転じており、「売上」（＋18.9）と「業況」（＋11.3）で２ケタ台の改善で、「売
上」は３ヵ月ぶりにプラス水準に戻した。一方で、その他のDI値は依然としてマイナス圏内である。先行き見通しにつ
いてもほぼ同様の結果となった。
　寄せられたコメントでは、物価高の影響を受けながらも、企業努力を続ける様子が窺われる。秋の行楽シーズンや年
末の繁忙期に向かって明るい見方もあるが、物価上昇や円安の影響がどこまで続くか、予断を許さない。
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全産業平均DI値 向こう３か月間の先行き見通しDI値
売上（受注・出荷） 採算 業況 仕入単価 従業員 売上（受注・出荷） 採算 業況 仕入単価 従業員

７　

月

▲2.9 ▲23.1 ▲13.5 ▲88.0 21.2 ▲1.9 ▲20.2 ▲12.5 ▲63.5 23.1

８　

月

▲14.0 ▲34.0 ▲28.0 ▲85.0 19.0 ▲8.0 ▲23.0 ▲22.0 ▲59.0 25.0

９　

月

4.9 ▲30.4 ▲16.7 ▲82.8 16.7 5.9 ▲22.6 ▲10.8 ▲67.7 22.6
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